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カエルは， 2 種類の梓体(赤梓体と緑梓体)を持っている O 顕微分光の実験によって，赤惇体には502nm に吸収
極大波長を持つロドプシン，緑梓体には432nm 付近に吸収極大波長を持つ視物質が存在していることが分かってい













いくつかの脊椎動物の視物質のエキソン 4 の部分をクローニングし，視物質が少なくとも 5 つの系列に分かれて進
化してきたことを示した。また，ニワトリの赤視物質とカエルのロドプシン・緑得体の視物質のDNAをクローニン
グした。さらに，視物質の吸収スペクトル制御に重要なアミノ酸残基を 5 つの遺伝子グループそれぞれについて推定
し fこ o
これらの研究は脊椎動物の視物質研究に重要な知見を提供するものであり，博士(理学)の学位論文として十分価
値のあるものと認める。
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